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4･ 足守港家老の門長量(第2専 ･第5か )


















15 中村の蓮田(市5薙 ･耶ち節 )
蓮田は足守Jlfの旧村71'であり,村
境でもある (石田 )
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第 Ⅰ茸 自 然 的 環 境
約 7節 地 形 .
虫 明 辛 保
1. 概 観
足守町は備前平野LrJ北;rTf.化榔招.し.ここで平野はカ7.プ塾にはL^ りこんでL^ る｡東は-'F,i町及
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第 2衰 標訪別面il'1- (足捌 け相投珊TL=J 基礎触 )
そ こで本町を便宜上次LDようlこri:分して柏原 (野呂 )･ lilj.平野に分けてその地形的qlJf色を
記してh く. 即ちrE-,U'原としては大体取谷舶肘近の迎移,･斬J.柿の所 ,谷はiFは してはそこか ら大井的
近の定移点までの所とし,平j･lfLi足守の町山繭とする｡ (升目東lJ
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2. 野 呂の地 形
青備帯原上部の平坦面を一般に野呂という｡このよう!場 所としては岩田･日近 ･福谷及び大
井西部に広 く見られ ､これは中国地方に広 く耕なる音仙膚取の南操と考えられる｡
この辺少は壮年晩期の山地でかなりr3月折が進んでいろ｡しかしよく見ると西の福谷,大井と東
の岩田 '日近では開折の稽腔 に穀分着発が孟細 られる｡即 ちこ:叫 ま西紬 ,'古生代の地JFtから成っ
ていて･硬 く放 血が進まないのであって,壬として花樹岩 ,水成粘板岩より成っている｡土齢 ま












田は一般に家から碓れた切所にある｡riは ･戊星 ･山ノ上fiどは野呂にjl地 した高原難藩として
の性格をよく示している｡ (写束2)
足守川の縦断面図(オ 1図 )を見ると分かるようEr_鼎谷弛Dあたbに河底勾配の不連続点即 ち
避移点があり,高原と谷の境をなしている｡一方常軌っ臼近川でも鮎返 ･元信附近Iこ滋移点は認
めることが出兵 ,高原(野呂)と谷との境をT,i.しているといえる.
3. 谷間 eJ地 形
谷間とLて西部では黒谷他附近 .東部では鮎返 ･元ILl附近から大井附近の遷移点までの地域に















4. 平針oU地 形 一扇状地状デルター
まず足守平野の成因を見よう｡ この地方はもと扱い海であ_,たと推定 される｡即 ち,後氷期の
海岸線 (NOlithic beach)紘 ,馳｣膿 の場合瀬戸一山似一店井-一宮一足守-総社を
結ぶ線であ1たと考えられる｡
さて 'この淡い海は足守川が上流から土砂をfLi搬して来て三角州 (デルタ )を作 り,更に洪水
毎に三郎 1は堆jtiLで高まる｡こrJようにして緩い{d状地にな1たものと思われる｡中村JP.'*阿
骨の袋渚はこく/)よう1i'良5-状地状デルタの上に立地LJ.･_ものと思われる｡足守平矧 まこのようにし






















敬,管理不十分による地被の破壊 ,及び貯水池 .取入堀 .遊水池の出現lこよる下流の頓止め ,そ
の他水勢の妬少などの人為的原因によって河取J上昇するO洪水の減少 .荒原山地の固腹 .下流
塀止め.土砂の侵蝕流速,地被保誠の進展にともなう河水の括劉 ヒと供給土砂教の減少.上流側























は畑地へ と転化され降水卓に土砂は谷川-流tIL,l F先の場合と同掛 こ下味に運搬され,そこ
(こ堆鎖し天井川を形成する｡ ここに再び河床lこ変化をきたしたのであ る｡ これが第 2期の河床上









注 目)多田文男鵜 El本地理薪大系 (自然 ) P88
(21森 鹿三 散田武柾編 歴史地理講座 (日本)1959 P356
(3)森 銘三 飯田武qq 前掲沓 1959 P868













日.28.4月とな1ていて ,岡山市 '児鹿市 ,倉掛 h-,捨祉軒,高松町方面の人々が多く一
京阪神からも若干集まる｡ これらの人々は神様痛 ･良Jr肩 ･外傷等の胎齢 こぞってくる｡
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(4)無谷弛 河掛 こあD,山狭の絶払 施設としては桜と紅葉 .ポー ト遊び .魚釣りなどであ
る0
2, 旧 跡













(6) 安准寺 日近にあ少栄西禅師得度の寺｡卑見の井戸 ･桜 ･紅葉等ある｡栄西麟b･献茶式
桜踊り等が行われろO
(7) 線 P社宝塔 上高田にあり国指定文化財｡全長一丈八尺三寸で,花樹岩鮎 ｢貞和二年十
月二日大工妙bri,JJa)銘があるtJI,.大=は足守八幡の石鳥陪V)ものと一致するO相輪は後柿で
あるが梅園LEI!こ孔雀/=r和 し全休Lt)婆が非常によく整ってい ろ｡
制 上印等の兜錘 日近にあり県指定文化財 ,安土桃山時代のもLDQ











往 この節は主として ｢足守町建設計画｣鵜本計画鰍 こよる｡
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第 皿章 歴 史 的 展 開
第 1 節 原 始 ･ 古 代 ･ 中 世
















石棺からは鋸歯文銘 1両 .他方の石棺からは ･四郎鍵 1面.直刀 1口･玉類46個が出土し





支配者が大きを古巧むつくること自体が ,惰力の 1つの象徴であ1た｡し.J､●ノ社会 ,文化
の進展と共vc.禎支配者層のrPVCも階轍分化が行73TLだしたころ ,新しい形式-ごある横穴式
石垂が古fnVC導入されてくると.古項というものが ｢権力の集散｣の牌から引きずりpろさ











条里肘比大化の改新の際の土地行政の 1つとして行われたものであ1て ,水田を主に ,6
町 4方を一つの単位として土地を熊然と方形に区画しその 1つを1里と呼んだo縦の基線を
灸 ,俵の鹿線を里と名付けたことからこれを条里制とい1たのである｡





































どが出されたが ,効果仕上らなか-たOしかし一方 ,これ らの法は荘固発生の一つの原田
にな-,たといえる｡
a 生 石 荘
御厨目録や足守荘絵図によってその存在を知るととができるが,その他のことは一切
不明である｡




寛正 5年 6月 10日 基数
(1464年)




満水寺敬主院については ｢伯中志｣ 蟹姫郡上l嶋El村の集に ｢清水山清水敬呈院,本堺
千手初音立像(保探連作と云う不評 )阿弥陀堂血債堂古来は堂塔 12寺有と云平相同桁
感道立の旧弛也云云｣とある｡上高田は旧岩田村の大字で,旧El近村の大字に下高田が






















｢ 吉 備 都 史 上 ｣
｢岡 山 県 戯 地 史 ｣
窮 2 節 傭 中国にかける東西勢力の興T:
･ ; 松 尾 圭 子
一現在の足守町 を中心 として 一
畑西勢力交錯地の背旗
I:lJ足守巷 ,吉備一族の分封地-C,鮫,)E7枚南進の統治に屈し(17,大化の改新で行政化された
術中臥 賀夜郡足朝 d2厄 .天平期から土地の鼓族賀陽氏(37.tよって荘園化され ,農応元年
(1169年 ),終白河法皇に寄進8-れたO更に法皇打 ,元噂 2年 (1184年 )高尾の文
'ほ房から散位安倍資長が私得分を神識寺･寄席登に寄進されたという耶情を附き,その勧進












足利尊氏が四職の 1人赤松別村を朋 触!5ヶ国 ,山名時氏は美作他 5ヶ国(7)の守執 こ任命
した結果 ,2氏は領土所有をめぐ.1て対立.し,その職乱を経過して ,各地に触回大名が割拠
する｡その際 ,西国の堆 毛利元就は ,大内(確良 )氏 ･陶(相野)氏を滅亡させて防長 2
州を平定後【8),長男毛利隆元を安芸(こ,2邦 引目元春釧自青 ,3勢J､早川陣巌を備中(こそれ
ぞれ配旅して ,その地を聞め,｢幾度申候而毛利と申名字之載 ,涯分末代までも,すたb涙
ゎぬように御心がけ御心 斬F心意てにて候｣ tp)と和熟慮同乗の下に陰陽 10ヶ国を拠有し,
勢力は 14ケ掛 こ及んでいた.uO｡ これに対し,削 1ほFE子(冊久)氏 ,近掛 こは織田(伝
長)氏が勢力を伸ばしていた｡その配下で .傭前には ,守謝代の浦上 ･松田･字音多 ,美作
には ,後藤･楢崎 ,備中では ,高･軟度･上野･三村の試氏が興隆し,相互に下軌上がくり
返された｡年表に基づいてその様相を眺めて見よう(l)｡併約で(I:,金川i･松田元成が闇め,
赤松勢の部将浦上別宗に加勢して山名勢の居城である仰耐福岡城(城主は小鴨大和 )-k攻略
し,松出氏は ,その戦功で宮山.金川lこ居城して赤坂 ･上題 ･津高･御野 4部の蘭有を認め
られたCその時,三石城を給与された浦上氏は ,京都所司代までに昇進しながら.主家赤松
に反逆して一時三石城で敗北したが ,翌年 ,飯岡衛で赤松勢を大敗させ .更(こ金光･松田と
も交戦してその勢力を弱化し,相葉Iこ到って柵上車力を一段と伸張した｡この鰍 こ乗じて .
家臣字喜多氏は ,鹿家から頭角を現わし,伯附に古吋丁る実質的な勢力の基鮭･i:催立し,主家
赫上氏とも帽 家試2浦上 l丑 2備前 l｣(2)TLる- に船人1た｡
備中の三村氏は土地の 1名族であったが ,家親の世代より成羽城主となり,その 1族は備
中の諸城を固め,賀川尼子氏に属して勢力を拡大し,毛利氏と結んで備中 ･美作に渡って ｢
章勇有 2智略 1｣tl劫と威勢を振ったOかくて･天正初期(こは ｢家- 2鞘 多 l不レ和連年｣
()心と備前の字喜多と備中の三村氏の動力抗争とな..た｡
2.備 中 兵 乱
三村家規は作11経略の遠 ,字音各面家の刺客に儀容された｡子元籍は松山城に存9,その 1
































親 成 -1 霊 宝_実 親 工 芸 澄
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元親は ･元他2年 4月 (1572年 )安芸(こ使者を送り･｢家親為 2直家 1被(/殺願仮2援
兵 1欲レ復レ削 U砂と毛利氏lこ虚栄追討の旨を述べ救酌 依頼したがE!.A-a-･得ず ･独力で明蕃寺
合繊(こか ､て兵 2万を拳いて備前沼域の店家討亡を決志したO字音多盾家は ,三村氏の仇討を
恐れ ,小早川陣軌 こ過して ｢三村 ･浦上を討b,僻中一円を輝元に献ずOno｣と述べた.そこ
で毛利氏は三村の依頼をしりそけて字音多と結び .天正 2年 11月備中矧朴こ熊合し,8万勝を
沸して三村氏攻蝶出陣の4･.借を終えたtJ由
一方三村氏は ,横田氏の下に三好 ･尼子人と共lこ四民連合休制を組み ,備中 14の渚城に命
じ.1万齢で守備を厳選ほした.そうして大正2年 】1月 10日を期して備中兵乱へと突入し
たのである.(19r討収首数 桝々｣と倣中郷 続き,備【哨 城は次 々(.C陥落 ,翌 3年 5月の戦乱で ,
小早川隆巌trl大兵を･持 って路家を応援し,松山城主元親を何部山lこ包幽して自刃させ ,6月lこ
三村氏の一塊児鵜常山城をも陥れたので三村一触 全滅し,術中の渚城は ,
備 中 凍懸城 ′J､田郡土ケ村 2簡案分 1荘 毛 利 元 締
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31万石 ,和泉 11万石 ,若狭 9万石 ,趨約68万石 ,門後l2万石 ,飛弾雨2万石 ,加賀
南部9万石.紀伊北 1万石 ,満席頗 33万石 ,鉄幹北 25万石 計 535万石を両有して
か少,1万石約250人として】3万4.500人の兵力を所有していたと考えられる｡これ
lこ対し.毛利氏は ,(安芸26万石 ),周防 (16万石),長門(13万石 ),但馬(12
万石),山東(22万石),石見 (ll万石 ),旭肢 (1万石 ),因幡 (13万石 ),傭徒
(21万石 ).備中 (23万石 )･美作(5万石 ) ,伯者(17万百),12州187万石 ,
約4.675人の兵力を債有してい7t(.24)
(2) 高松射 )水攻b(25)
天正 10年 3月15日,信長の命令を雪げた秀書け ,兵 2万を率いて姫路を出発 し,三石
に一泊 .翌 16日福岡に到希し,19日に招城へ ,1月 4日岡山城lこ入9,字音多秀家の兵
1万余と合せ ,毛利攻撃の準鳩をした｡
毛利方では .織田 ･-亜臣民の再挙を聞き,小早川降舟が備中城主を備後の三原lこ脹合させ
て軍韻を練 り,腐松城以下7城 (官地山 ･記山･'g松･加茂 ･日幡 ･成瀬･松島 )の8.500
厨で守衛を厳重にしたO
秀青は ,高松城が聖書にして攻鞍が難行すると推力,誓書を示したが鹿松波主満水宗治は
与れを峻拒した｡ そこで秀吉は ,字音多勢を合せ 35･000弟を率いて竜王山に降し･備
中防備の王城高松城を完全に包囲し,雨期の足守=増水を利用して水攻めを決行したO毛利
方の卦 目元春 ,毛利輝元も来援 したが及ばず,僧.tE壕をして交渉させた蘇果 ,毛利氏は,｢
糾 ･傭後･共作 ･因幡 ･伯者 5ヶ国細 臥 - 串の助レi#(026)Jと講和を電話 した0時に
6ノ｣28秀吉打 ,突如本能寺の変を聞き,再び思塊を丑して,｢宋治之首を致せ ,五国割顔
を軽減して泊Jlの矢走川,備中の河321)日を以って境とせん是非今日中lこ和をkhLo27)と早急
に吉柵 し.超a･d 28)(こよって ,
一 般 レ対 2公儀 卸身上之頚我等詞糾 繰粂 ･酌以テ不 レ可 レ有 2疎略 lW




(lJ 木下家定の転封 秀吉による統一Ig喋 の進行Cl_伴って ,中国は軒 で平定され ,秀吉家臣
の配下となった｡秀部 ,｢具陳 ･嘩元帥 細 身ちさに候よ29)Jと五ノこ老化加え .野元lこ
広島1.205.000 ●石を与え ,字を多秀家をも ｢諸牡かとなし'く瓜展偏頗なしにo｣と信










五子秀秋を/J､早川に准嗣して 57万石'Jd_･王寸じ,備中には ,蒔田氏を夜尾 】万石 ,木下氏を足
守 2万 5千石にいづれも外様として居留させ ,庭掛 こ旗本戸川連安2万 9千石を分封した｡
とは言え ,大名 ･直参の所軌 憎 的 すか6.7万石にすけ ノ畑 分は柵 iとなったのであi32)
里守溝壬木下家敵舶 鍬 こよると(ヲ3)鯛 即 5ケ村 21.600石,上席都内 5ケ村3.399
百.合計 40ケ柑 ∠5･OOO石が｢中位_7t和元年 7月 27El司3-年 8)]28El朱印之旨_
･虹 行Zr透 全可_街知_名b(.34)Jと′議 ,絆 より粟肘 れ ,諦主木下棚 簡とな｡,ここ
に足守新が成立し/t･7)であるOこの足守油･のLllで,現在の足守町は .上足守村 1.071右 l
I･4合 ,下足守村 1.029石 5斗 ,火井村 732石 1斗 6合の渚村 (35ネこ分かれて近世村落
･k形成していた(.
戸一 日)畑山,娘適史 上鮎 16 1講
はJ 仝 223頁
は) 全 162-5'i及ひ縦紀 ｢天平神経J己年六上川 l'仲 封%l郡人外
従五!.;t下hn腸臣小王女等 1 1人脂姓的臣｣とめる.
ト= lJtdllu,旨]JIB地史 468頁




･'5) 楓 1偵1.L瓜地歩ミ 468頁
神緒寺衝 8ヶ所 ㊤若狭同所肝雀 ,②舛舵関吉7,.':莱 ,③播磨幽福井准,④備Ll]同足守濯
@紀伊国笠田准 ,⑥川上蛙林田.a ,⑧神式国並｡
tFlJ京継神酒寺所J-# 縦五尺二寸二分長座 成二尺八寸二分五厘絵凶.
17)赤松則杓 播磨 ･併rLl1･美作･因幡 ･但馬 5ヶ国
山名時氏 因幡 ･伯者 ･丹波 ･丹後･美作 5ヶ国
はトリQ) l凋山県通史 下綱 14頁毛利氏関係文護Jl:
柑) 仝 弘治 3年 11月
毛利元就自恥.l状
tll) 岡山のあゆみ 58- 59頁





































































































足 守 陣 屋 町 の 成 立























陣屋町の形成過程を知る史料什ないが,｢陣馴 T絵凶｣ (別図 )によるとほほ完成された陣
屋町の体制を梅えている｡この ｢陣屋町絵図｣の作成年代は記されていないが ,屋敷(こ記入さ
れた家臣の名約を ｢由緒謹fJlこよって照合考察して推定すると.大休廷宝 7年 (1679)か














- ,領内南北 7里 20町 52間
東西 1里- 1里半
- ,足守町南北 323間 1尺
東西 174間 4尺5寸
- ,屋敷構南北 56間 1尺 東西 47間
- ,藤里敷南北 40間 東西 28間 1.120坪
- 19-
- ,下屋敢南北 85間 東西 85間 7.225坪





るが ,今は耕地化した掃赦 .山下 ,中屋敷 ,下盛敷 ,古屋敷等の地域も,｢陣尾町絵図｣の上
では明らかに倖堅赦となっている｡それではこれらの侍屋敷と町屋はどの掛 こ区画されている
であろうか｡領主の伽鼠蜘ユ今の中学校のあたりiこ,庶屋敷は今日の近水公園の吟風聞を中心



























































特権物であるが .これに目5･むけているQかれの行商形牌ま釦瀬 を持って村方に出かけ ,村方
の柵をかって ,木綿問屋の木尾蛤七に売j)相当の利品をあげたoそうして得た利益をもって金
融譜を営み ,田地を入手し地主化していったO林*-は触耕した商業資本の一部を割いて ,御用
商人の株Iを軌 ､敬D,滞米-k庭瀬の井手に送ることを藷け負ったが ,軒米 (御用米 )と共に林
蔵自身の米を偉人 ,領外に掛み出して利益をかさめ ,地租改正以後は土地雄堀 を強行し.明治
2U年書こけ 6部 65ケ村lこたる小作地をもつ寄生地主とな1ているO
第 4 節 足 守 藩 政
】
柴 田 _
藤 井 正 信
1. 藩 政 の 成 立
耕租木下家定が賀組 ･上房両部のうち4Uカ村を賜って ,朱印高25.uuo石の足守藩を立辞







家康の指示に遭ったため(後述 )その逆鰍 こふれ .所領は没収された｡こうした家定を藩租とす
る足守帝は ,わずか7年 lこして放れたのである｡このRiJの頼政(こつし.､ては史料が全 く散逸してい
るため ,これを明らかにすることばできない.
没収された領地は ,一時天領となり代官小堀作介 (遠州･政一 )の支配に儲したが ,慶長 16
年浅野長島lこ腹ったOこのような支配関係の変超の後 ,元和 1年 (1615)大阪碇の陣の直後
和 行によって防俊の弟利府(こ足守席再雅の許可が出たのである｡こ こ に木下利傍を港粗とする新
しい足守辞が成立し,明治4年 (187 1)の廃藩牒県まで 253年 .12代にわたる封建支配
-22-










































ている｡ これreよって 37家の仕官の年代を調査すると【牙 1表 】の如くvcなる｡
オ 1 衰 家 臣 田 の 形 成 過 撞
離再 興以前VC主 従関係を結ん でい る もの 5(家)
刺身 1代の間 vE主従関係 を結ん だ もの lu
利 当 1代の 間rc主 従関 係を結ん だ もの 13
制定 1代 の 闇 vc主従 関係を結ん だ もの 2
備 考 ｢木下家家臣飽田轄書｣より作成
この【オ 1表 〕からあさらかな如く,家臣博輪伐の場糞は,藩祖利房 1代で了ったのではなく,











この比率は上層家臣血の調査結果であって ,これ甘甲 .下層家臣軌 でついて細丑ができたならば ,
その比率は一層小さくな.,ていくものと思われる｡岡山鞍の場合と比赦してみよう｡岡山藩では ,
平士以上の家臣軸のうb一族雅代の占める比率は 56.3%,更yc上層家臣団だけVC限定すると3
分の 2VC連するといDれる(谷口澄夫 他山薄政の桝究 )｡ これにくらべると足守津では希代の
家臣が殊の外少ないのrCl的 ､ざるをえない｡譜代家臣の稀少性を瀞の政策とAて .肥後潜の ｢一
門払い｣の如 く ,一族譜代による大名権力牽制を回避し大名権力の牡立を凶.,たものと考えられ
ないこともないが .それはヰ実vc反している｡新規召抱えのときの知行給与をA ると .●新参に対
しては殆どの境dlUU石ないし2tJLJ石vCすぎないのvC歓べ ,貢軒七の場合は5UU石ないし8
uu石を拾付して優遇し,また杉原姓を与えて-族並の対退社与えている｡例えば進藤長左ヱ門
正勝は寛永 ZO年軌京姓と沢等の御紋と怒鳴っている｡ (木下家和家秘録 ).こうした叫実から
A ると,譜代家臣と忌避したとは解釈できないDとすると,若州高浜時代の旧臣の多くvJ,15





牙 2の理由は ,家臣甜組成の時期にある｡関力原の磯 .大阪官の陣と相次ぐ峨乱で没落した大
名の吐き出した浪人の数は莫大なものである｡それvCもかかわらず ,新参召抱え ,家臣EB編成が
辛目BfJどった理由はどこVCあるであろうか｡ 1つVCは大阪方浪人vc対する#府の探索が厳しかった
こともあろうが ,同時に足守藩の如 く.立藩 (藩再建 )の時期が甘くれた藩では .封建的官僚制
の確立が急がれている時期vc家臣繊細成がなされることとなった｡従って ,新参召抱えの場合も.






〔11 知 行 制
安臥 脂 成導業の完了期reあたる延宝年間の史料r卸知行並三和切米之帆Jvcよると .家臣
の総敬は 421人 ,うち知行鞭打 88人 ,戒米収は 333人となっている｡知行取の知行高の
肝層性をA ると【オ 3衷 】の滴bである｡
オ 3 表 知行取の牌t#構成 (延宝年間 )
備 考 ｢御知行並二細印米幌｣よ9作製
88人の知行総高･Jl15.1～ U石 ,足守帯知行高の60.8%vcあたっている｡その後の知行
収の捻知行高の割合 ,知行収の階層構成の変化の過捲けよくわからないが .弘化 3年 12月の
Fl細家中物成米用渡帳Jv⊂よると ,知行椴の人数は 22名,その絵知行高は 3.18O石と記さ
れている｡雑知行高の 12.7%vCすぎない｡そこVC名を遵らねた拾人22名作 ,家老 ･勧用人
屑を舶揮する上層家臣紬であって ,知行収の全員でみると考iられる｡ti.1て ,延宝糊から弘
化糊の間vc,知行収は 83人から22人vE減じ.絵知行高も60.8%から12.7%vE減少して
いる｡知行鞭一人一人の知行高も零細vcな9,知行 350万物成取得分31石 4斗 5升の木下
廊之輔 ,同姓男也を娘頑として .〔オ 4表 】の如くな1ている｡知行制が著しく頼少されて行
く1-fi実が認められるのである｡




鬼翫 - ち- 紗 かこな7,れたことは椎かてらる｡しかし知行取の知行地相 †る知行権
｢ - 27-
の内容は ,かならすLも明確ではない｡しかし後述するよ!vC村役人の鳥羽太郎左ヱ門が .｢
代官下代｣的戟権を帯びて .領内一円の年貢徴収権pよび免 (年貢畢 )の決定権を委任されて




碑実上威米収と化した知行取は ,'E政 13年の ｢村宙｣以後その給付吐著しく悪化し.弘化
3年 12月の前掲史料VCよると,22人の知行取ve現実に渡しているのは 413石 2斗 2升6














わち,家老 .勧用人･御用人格 ･御内用人 ･知内刷人格 ･姶人 ･蛤人格 .拾人並 ･小姓 ･中小















それではとの絡げ ,祖宗の勲功vcよって定まる ｢軸 ｣なのか ,あるいは個人の功労 ･能力










文化8年 (181I)の『由緒番JIの部分vcよって ,現vC家老であるか .か1て家老を勤め
た家を調査すると ,8家を見出すととができるoその8家を家老の格式叙任の年QC従っ配列す
ると次の如 くにな1ている｡
牙 5 表 家 老 格 の 世 典 状 況
瀬 川 又 兵 王 家 元 和 1 年 世 #
杉 原 明 次 郎 家 元 和 3 年 世 袋
小 川 幸 之 進 家 元 和 4 年 小川治兵ヱ 1代
杉 .原 浅 之 達 家 万 治 2 年 世 楚
長 尾 耳 蔵 家 寛 文 7 年 長居三郎左ヱ門 1代
芝 尾 書 右 エ 門 家l 大 光 院 代 芝居作右ヱ門 1代
木 下 頼 母 家 t 宝 ■永 3 年I I世










｢先祖古田肥前守 ,秀吉公細朱印所持仕候 .肥前守子小川甚左ヱ門正行 ,秀頼公大坂御範城之
臥 於今福村壱番錆高名,木村長門守見届証文所持仕候｣という.全 くの新参である.ただそ
の能力vcよって破格の 5uO石 ,家老格 (峨 )菅与えられたものITある｡長尾貰鹿の祖長尾三
郎左ヱ門も,その父次郎太夫が座長 19年村上三右ヱ門の肝肘で150石で召抱えられ ,寛永
21年三郎右ヱ門が家督をつぎ,知行 lUtJ石 ,大納戸役を頻出LvC.頒進を続け寛文 7年vC
(･1500石家老格 (峨)vc補せられた｡これも一身の能力veよる昇格である｡
このようVC元和一覚文時代rcvJ,一掬 代の家老と並んで新参出身の家老が ,藩政の中梱vc
































が樵えられていくのである｡すな73tl.財政方面では .准文 12年 (1672)ごろ(以下年
代は『田括膚』に現われた初見の年 )勧納戸役 ,鹿宝 7年(1679)ころ触金払役などが.
勘定奉行戦没健と相前後して新設されている｡民政方面では .正保 3-4年の検地(こあたり郡
孝行轍が頚けられたと思われる｡畑蔽右ヱ門a)F由緒DJ(こよると.｢慶安元年か奉行被仰付｣










' この時期の俄制の特質は ,職掌細分化がその 1つである｡個 の々俄掌の内容は某だ調査して




オ 6 歳 足 守 滞 職 制 一 覧
!格 制 l 俄 ' 1. 刺 藤 高 !
御 用 人 i御元pr役 (御勝手方 .勧元方).御家老代.御台所功主支配 50～ 450
足軽組預 .御円証向御用 .御小成万引請 .制札場元〆役
軸 内用人 一触 〆役 .伽勘定聞役 .札鮎 斬 (触在所札取立支配役 )套判役 .細台所御作岬方御功主支配.御内政方役人上下支配i鉄砲大狩 足観 預.細長槻 預.舶 行預.細弓之者預 130-230
御内用人格IL h.,E万立入.公金准,.勘定方.刑 &L.寺社町斬 _郡奉行 100-200足掛且預.御物頑 .御武器方(御武月方)
i給 人 j壬 il I胤元pr方吟味役(立入).喚州Bli奉行 .勘定奉行 .佃玄関御簾▲細小姓頭 .戯生改 .大納戸役[細徒士頑.御持箇組初頚 御武見方預 aJ武頭.御長柄組物頭 . 作中惣奉行 .御水手肝 .足軽組預.追野合出仕
L竺_人 格 御近習役 .細徒士頑 .御取次 .fIJqJ納戸役 20人扶持-50俵】
!給 人 並ト 御近習役 .勝手向吟味方加役 ←√
小 姓 役 大納戸役 .御近習役 .御従士頭 .御刀券 .追-fi舎出仕 4人扶持～4俵 4人扶持






である｡その 1例をあげよう｡元文5年 (1740)牌は絵人で ,恥 ま寺社町奉行であ.,た岩



















書房正は ,宝轡12年 (1762)から明和 5年 (1768),安永 4年 (1775)から天 l
明5年(1785)と 2期にわたって元p(彼女勤め老令によって元′役を辞したのであ1た
が,天明8年 (1788)3慶び堪用されたのである｡その理由として『由緒背.Bは次の如く











































































































































































































人材登用とみ せ1て格の固定化はみられfJ.I-も耽剛2)面では ,18世紗こ入ると帝王親政休紺 こ
代って元′役を頂点とする封建的官僚休制が確立し,藩政変甘期の亜局を克服する政治体刑と
なった｡大体以上の 3点である｡
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急度申遺侯 井元納所之儀早 皆々済仕侯儀二其方かた く可申付候 油断仕慎二かゐて.～
可為曲解侯 ,共通小百姓等Etも可申渡侯析此者可申侯己上
棲月三日
宮 内 少 利 厨
大井村 鳥 羽 太 郎 左 ヱ 門 参






鞄院の兄弟という由緒lこよって召し出され .｢足守江加仕盤代官二被下｣TLた (御家秘舞 )｡
しかしこれによって鹿ちに鳥羽氏の権限が剥奪きれたのではない｡『吉備都史.Jの引用史料に





iE保検地｣を境として ,その政治的社会的地触 ま鎌しく敢掃してい く｡その基本的原田は次の
2点すなわち封建的官僚制の健32:と年式収盤の強化である｡
正保検地の歴史的患鄭 )1つは ,土表的地主層7fかせの在地支配を改めて ,各村を単位lこ生
産高そのものを催実(こ把握すると同時に百姓 1人1人を封延髄壬が笹握したという点にあるC
大和 4年 (1684)の『滞日記』に旗民支配の尖状を伝える次の史料が記されている｡




これによると年貴骨促に当っているのは .代官手代であった鳥羽氏ではな く .地方行政官僚
である郡奉行 ･代官である｡そして庄屋桐lこ年瀦皆済を呼びかけるだけではなく,みづから村





庄二郎と申老年斉納す くなく加俸候二付吟樹 士候-共 .我億斗申候而詞相不申侯二付 .
吟味之上にてEE次郎を-庄屋戯-入野候而宿ヲ改させ申候-- ,モミ米少宛御座候二付
拾入組二預促離帰候




という岱状には ｢太井村庄屋太郎兵殿｣と記 されて&9.身分は 1村の庄星にすぎず .姓 も｢




熊宮七郎右ヱFl･安井猪兵ヱ ･前野惣右ヱ門を検地奉行とする正保 3年 12月から翌年 7月
7Eでの検地の結果を示す史料はF上土田村検地帳Jただ 1柵である｡ この検地帳は正保 4年の
田畑所持形感を示 していると同時lこ.以後雅文 12年 (1672)iこ至る田畑の移動を-焚毎
に明椎に記∧さTLてを9,き73めて珍瓦すべ き史料である｡ これによって正保 4年段階にかけ
る1町以上の田畑所持者 7人旋安 5年以鮫にかけ る1町以上の田畑所持者 2人の土地移動状況
を調査すると〔オ 8滋 】のとおりである｡
il
オ 8 表 1町 歩 地 主 以上 の 抱 田畑 の 移 動 状 況
正 保 4年 吹応 2年 万冶 2年 LH文 5年 寛文 12年
長 兵 ヱ 58勲 17 270.10I 279.18 227.07 109.15 没
惣 兵 ヱ 186.25 190.00 189.18 166.22 209.25 昇
孫 左 ヱ 門 126.27 161.19 154.07 171.00 173.05 昇
久 蔵 112.19 91.28 58_09 20_25 20.25 没
三 右 ヱ 門 108.21 90.20 66.12 66.12 66.12 没
i埋 右 ヱ 門 252.24l 226.04 277.10 395.04 昇
備 考 ｢正保 4年上土田村検地帳｣より作製
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この裏によると,正保検地の時期と軟べて拍田畑を増加させているのは 7人のうち惣兵ヱ･
孫左工門の主人にすぎず ,その 2人も倣かに 5[31-- 2犀の増加fこすぎないUそれに対し残る5
人は l反-1町8反という敢戚ぶDをみせている｡なかでも苦しいのは ,正保検地段階の愚大
地主である長兵三である｡その抱田畑の放威した理由は .〔オ9表 〕ほみるととく胞安 5年 (
1652)(こな1て検地帳lこ登壊してくる庄堤理右ヱrl1(こ約 3町歩を売渡していることである｡
その他 16人の百姓にも田畑を売渡してい





















分 割 入 手 者 面 庸
七 郎 兵 ヱ 100.29
乗 兵 ヱ 22.19
加 右 ヱ 門 19.16
三 郎 右 ヱ 門 17.20
六 兵 エ 16.24
平 左 ヱ 門 15.07
与 兵_ ヱ I 9.05
八 右 工 .門 9.00
























(難波仁次郎氏所成文雷 )(こよると,娃宝 6年の年黄収取峯は53.896'(小物成を除 く)であ
る｡この収収率は金牌平均からみると決して苦しく高率であるとはいえない｡しかしこの黄岨
率のもとでの出畑の所有は .td畑を自作するには恭公人を使っては割に合わず ,頚作にするに




















正 保 4 年 承応 2年 万治 2年 寛文 5年 寛文 12年
百 姓 政 屋敷数 百 姓 致 百 姓 致 百 姓 敬 百 姓 数
30反 以上 1. 1 1
2 0- 3 0 1 4 1 2 6 2 5 2 5 1 3
1 5- 2 0 2 2 4 3 3 1
10- 1 5 3 3 2 3 2 2
8- 1 0 3 12 3 6 12 2 ll 3 10. 4 ll
1- 3 Il 7 33 2 8 48 14l 55 19 64 22 66
Io- 1 :20! 6 33 33 34 33
計 49 27 66 t 71 79 80
; 最 高i 畝 歩 臥 畝 歩 畝 畝 歩587'.17 270 10 279 18 277 10 395 04
〔注】 耕 地 捻 面 概 27町8反 3畝 17歩
内 田 22.8.3･24
畑 1.9.9.23
備 考 ｢正保 4年上土田村検地帳｣よ9作製
その直接の奨械｢延宝の飢陛｣に求められる｡延宝9時の前掲史料によると,飢人5.831
人 ,餓死者 29人 ,艇宝 8年 10月から翌 9年8月7tでの帽に牛の死んだもの 128疋 ,馬の




この惨状眼を碓ふばかりのBB村が.兼だ荒廃状軸 ､ら立上 りきらぬ天和 l年 .足守鰍 ま強硬
な年貢の 皇歩増徴政策を打出してきたのである.
--,外部中内郡庄星組頑呼寄侯而土免相定之下札相済 .細債分-横工弐歩宛和上ケ被成
r 旨申渡ス也 比三人(郡奉行 )代官四人も滞出世(瀦日記 )










その結果 ,藩政確立糊のJ]'&村社会は次の 2つの点IT著しい変化を示すこととな1た｡その 1
つは土我的地主層の没落 .伸一小家族経営の欣綻 .零細巌宮の没落に上って ,i蒙的地主層の















享保十式年 ,大井村庄屋塵太之引負仕焦鎖相知 ,段 初々詮議之上二両 ,庄屋組頭共等居
一丁■~r
被仰付 ,支配之代官両人御 殿被遭 .右引負之俵御式法之通村割術中付候処 .過分之偵故
al謂不仕 御許議下々二而楽活着不仕内,翌三月十八日夜大井村伽百姓共不凍備前岡山
迄龍地検 ･依オ司十九tj同役 (駅挙行)三人共遠慮被仰付度候趣｡此虻大井村百姓共 ,
岡山造儲出及扱勤務,御仕駄ニ】路付幌糠思召侯間三人共軌役務被遜御免候
この ｢大井村睡勤｣が足守薪の史料こあらわれた出民騒動の舶初である｡ この恥件は ,大井
村匹見の ･｢農大の引負｣が暴焦した･Jtめ .所轄の代官が罷免さtlるとともに,庄屋 ｢引色｣分
の村割を冊ぜらttた｡そこで村刺に反対する鹿民(惣百姓 )がl均しLJへ逃赦し,挑孝行 3人はそ
のiIfを負って辞免されたというヰ件である｡ この騒動は ,足守静 こ於て一打の惣百姓が館主の
搾取に対し組織的に抵抗して背唱した凍初の畔件として輩曹な意味をもっている｡
しかしこの組織的な砥抗も】村のわくを越えた組織化ができてからず ,また耕作放棄による.





正月十五日百姓騒動及強訴一且引退候処 .同月二十七 日央野村 ･岩村 ･田上村三ケ村
之百姓析又徒党ケ間数様之注進二村耶也取袈候抜殻仰付 .a]物頭松元青左工門,郎奉































当村之磯兼而開封村二而御庫侯所 .連 困々窮弥増人少二相成 .田畑手余り相続方行届
不[臼.殊二持村谷間瓶地手遵之場所音別両手余り苑地多分出来追 御々年貢上納方出来
不中老共一又者絶家人指地場々村域F拙 宅,此分卸平茸村井納仕罷在侯故,加糧之困窮弥
増,故人等出来侯二付 ,年々村地租嵩,惣百姓銘 与謝年貢之外 .村地御年貢弁納相増
極而難渋仕候得共 .是迄色 村々辻倍等仕御年貢上納仕候得共 .東進月(敬 )之者共年
利々分等相場 ,御年貢之外相地弁納東進利分等相懸 り立行不中二付 .既二所持地村方
へ差出村地二相成 ,井上折入来逸足■文相弁納仕候故,4TH 感多の高持之老共進友凍二





相成と存 ,自然人災変 .腿菜怠幌糠成心得遵之者出来仕候程も牡 ト,一 同心配仕罷在









老荒地頓返シ仕候様相軌 村方繁斜も,G]軌胤之程難有事存軌 格別之細仁恵 ヲ以右御
軟願奉中上候通 .鍬下御引方被為下候-ゝ.広大之御慈悲鵬有仕合二額斥候 .依之田
畠帳取添以酋附御軟尻噴布中上候玖上｡ 1
(長門家交番 ･福武求馬氏所蔵 ) 一




之者共進友淑 二相成｣り,従-て ｢惣作地｣は愈 増々加し.残る百姓の役者を促進する｡こう
した患盾環のつづけられた結果が .天明～寮永の価か70年たらすの間把 .187軒 .784
人ほどの粟井村が ,20軒の没落 ,200人ばかbの人rj減少をきたしたのである｡残る 160
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軒ほどの百姓も.うち27-8軒は鹿妻渡世を営み得ない半没落思民となるという有様である｡
これけ決して欺願のための帝娘で紘ない｡つぎの〔オ 1 1表 】が臭休的忙それを証拠だててい
る｡
.オ 11黄 葉 井村 人口 ･戸数 の 変 速
盲モ冬草埜 13 12 ll 10 9 8 7 I6 5 l4 3 2 1 戸 数 人数
天明 8年 2l 2 2 7 12 l20131I 37 35 21 14 187 784
文政 11年 1 1 1 1 3 12 23125 31 40 17 19 174 704
f天保 13年 I 1lO0 . 1 6 7 18!30 30 31 23l20 168 668.







うことは勿論 .,lf尖上にも存在 しなかったと推測される｡従1て足守藩に お小 ては .少 くとも
















助情を以,種 祈々噸等仕適し侯得とも,兎角快気不仕 .碇方田畑作付等 .組合之者よ
り世話 いたし濃候縛とも行届不申 .村巾昭しこ而耕作vlたし遁辞在韓得とも.八十石
工門藻今以同棲二而 ,園へ入野辞在横位之轟二両 .家菜等仕候もの-無御座候.夫以













姓は .年音栄進の 5人の百姓をf;j外に追放せ よ.さもなければ末進分の割賦に応ずることはで
きめと蕗に頼V,でているのである｡
阿-の),3民社会に於て .｢人r荷的美俗｣と｢村八分的伶轄性｣とvtう.全く相反する人間場
株 ･人.1g]感肺が共存する｡ これ姓なぜであろうか｡ この相反する感げの発蕗する原因は .とも
に年買収強の苛席さにある｡年斉収#の苛噴きが ,1軒1軒の百姓の自立性を脊いとっている｡
それが独力精神を発揮させるのであるが .反面 .蝉純再生産さえもたえすかびやかされている








滞的な農英経済を兆掛こもつ許財政の収入源は .米納の本逸物成と .現物また壮米 ･銀でかさめ
る小物成とが主たるもので,それ以外に妓恒常的収入はなかったと考えられる｡
藩政成立期の本遺物成 (当溝では ｢徳米｣という)の鞄まわからなvlが .延宝 6年 (-1678)
から享保 ･元文 (1736- 40)とろまでの鯛と税草城【牙 12表 〕のようになっている｡
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牙 12表 本 途物 成 (徳 米 )と規準
!延 宝 -6年 14.760延宝7年 13.515.延宝8年 12.19U.




備考 ｢如此二相認膜而御巡見謙-茅上ル抑｣ (敏宅 9年 )｢舌僻創腔中巻｣より作製
牙13表 足守 薄′小物 蚊 の 内 等
延 宝 9 年 享 保 .元 文 期
糠 329石 100台 100石 000合
山 手 米 38.20O 40. 122
楢 米 22. 332 21. 284
柳 木 運 上 5. 050 4, 474165. 880. 計 384 682
塩 草 代 ■ 424匁 85 418匁 62
583. 526,
接 木 運 上 519. 453.8 0
糠 -# 代 - 181,00tJ76
林 学 -157.406.87 57.94.80














推凍される｡小物成としては ,前掲慶長9年の家定の脊翰から.綿 ･耗 ･麻芋が現物でおさめら
れていたことが報われるが .その触 わから-/=t(｡延宝9年と享保 ･元文期との小物成はつぎの
オ 13表のようになっている｡
この裏からわかるように .延宝 9年で蛙 .米納分性約 385石,銀納分は約 63坪 500匁,
それtIC若干の現物納分があへた｡当時の米価は 1石- 76匁であるから.米納分を銀に換称する
































1た0 I8世紀に入って市財政の粥乏は,ますます深刻に751てい くのであるが ,その原困のオ
1は棉つぐ江戸屋敷の炎上である.




部 奉 行 寺社奉 行へ 蔽tJL'_申渡




も熊之候-とも不絹巳候間 ,何 も迄申渡候IW3簡可敦候｡去年御当地 も不作之由内々







(前略 ) 上方表範子戯不足申帳- .別当秋家甲給人知行商之内少 今桁申･71も可有之
候.只今より憶二相穣候三拝こて′､無之帳｡ケ株の傭二付弥以家中倹約仕可然候間 .寄














菰永 6年 (1853)6｢唐船渡来｣すなわちアノ1)カ海軍樟骨ベ リー の来航 ,これに対処す
る#府からの御用金の賦課 .更に ｢公家衆御馳走人御相投｣を命ぜられ ,滞蹄の爺乏は著 しく夜
1てV,たのである.そとに三壁軍政2年(I855)年の囚役が掛一.てきたのである｡次の『大




被為在候経典 ,前条之次升二相成 ,村方一統も追 灘々渋相過り侯処 .先年公家衆勧馳
走人知柏併異国船来候二付而- ,毎 御々用銀も被仰付 .何卒此上知憐怒被為在度思召
候縛共 .前条之次オ案二無敵拠銭こ付高懸り触用達披仰付甲聞.触大切之初場所一統












外常 等々特之心得方既二上地後^会Z村 端々 迄々 .農薬和触二出作 ,公邸訴談等熊之
境内根二相治候段 .全く村役被柏餅候各方兼而教導披行届侯所と厚く満足二枚存候｡
誠二慶長以来当国許街枚数領地候 より弐百年来.上下無疎意 .例へ .例へ者上二公役 .
又者格別之臨時入用等有之筋者 ,儲地一円之助力を相頼 ,又下方二於ゐても水草虫附
I
之凶作 .不時欠搬有之御者 .妊坪相応之故加瀬申施し,上下合鉢之力をつくし凍 b侯
処 .不斗軍政十三年酉三月村青披仰柵 .奥州信連雨靴江転相 .都合高弐万五千石二者








仮普鞘等も手当なく其健差鑑候指炎 .外層柵も傾き之 ,当東より仮普請取掛候処 .右手
当不行届いまだ半出来心配郎在候｡尤 当ま容励可披敦所 .不快膏以発軸も不披致 i仇
而緩 保々雀も被相願陛所存ニ-喉碍共 .当時公辺御振合七少 々も快方候- ヾ,年内押
而参府不被致候而ノ､不相済趣故 .前条仮曹甜手当併参粁路用其外焼失之武器 .公務要
用之傭 .中 仮々形二不相者候故 ,夫 調々達相伽摩損共更二不相調 ,残地縄走る在町 .
類焼後ノ､追 用々銀jZ_者調達申附候故 ,ますます差支 .此節急務誠家之浮沈且夕の轟故 ,
弐拾四年果此方より蘭百姓中江何壱つ相施し侯解も柵之候得共 ,今更必至難微速 ,無
心申^候面波も熊之候得共不幸凱ヒ.甘 好を以でも相頼候間 .金五百両廠助勢鑑 ,尤返




得共 .不快中故拙者共江もLP付の義 ,仇而首領不残植村頼^壁心雄二-候-共 .此節
何方# ,勝連繁多之義一同取込中推参いたして も如何と相畑 ,各方へち鋲 別而懇意撫
遠慮の義 ,此段析入相粗候,何分外組合之方fI:夫 官々敷通達可致候 ,右之趣吐く可及
頗候旨宮内少輔殿も印附候以上





旧領庄屋層からの 500両借上げ ,と並んで家中武士の知行削減や人民盤理がお こなわた｡家
老杉原玄者は知行 500百の知行取であるが ,草柵 3年 (1803)藩財政の苦境を察して .｢
知行之内百石差出候得は ,拾年之間御節被遊候旨弛指図鮭仰付｣れている｡また文化 5年 (18
08)には ｢非常之弥切〆二付 ,世件森之助親元へ被遊脚庚｣れ .部屋住蘭の人員軽理が相当大
巾に行われている｡
そのような射情で.家中武士の生活苦に唱ぐものが少 くなく,宝暦頃から｢過塞｣の習慣が超
(ている｡｢過塞｣とは .家中武士が領主に願い出て ,一定の期間知行 ,屋敷を差上げ ,諸役を
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免ぜられ .その代り若干の扶持を与えられて長屋住いをする恨習である｡例えば .知行 100石
大納戸役の増田八郎兵ヱは .宝暦 4年 (1754)｢過剰土壁牧師上Jげ .｢狭さ御長儒披下冊｣
れ,その期間中は 6人扶持を与えられており.また知行 80石の浅井和平治は .その翌年 ｢勝手
不如意 ,井上弥博多有之二付 .御願中上候而知行差上 5ヶ年之間避寒仕候 ,尤過喪中四人扶持放
下｣れている｡
杉原虎夫氏の淡に上ると ,家中の別井として .蔵屋竹で肺や竹樵を作,,たといわれるが ,こう
し･/t家中内職手工集は .そうした貧困75武士の大切な剤寅として発達したものである｡
天保 10年 (1839)に至って陳奥国信夫 ･伊達両Blめ所領のうち半分が .備中に｢村帝｣
えされた｡
備中蘭 13,855石 (新EIを併せて13,949石) I
健一奥原 11.144石 (〝 〝 11,149石 )

















4. 幕 末 維 新 期 の 帯 の 動 向
文久3年 (1863)8月 18日の政変を契他として .公武合体派の萩府側と専頒肘啓派の長










- .御在所表芸 'L/十二日臨時飛脚急常抑甲状X.壱封水 ル｡右者去ル十日暁倉敷辺騒敷 .
同所代官所江触発敦 ,御陣屋焼払候趣泊 寸承り喉処 .浪士之者百五六拾人も参込候由







松平l=.河守･幽伊勢守 ･三浦備後守 ･伊東播磨守 ･松平備前守 ･板倉伊勢守 ･板倉摂津守など周
.辺の活弁壬と行動を共にしたが佑横的動きはみられない｡
もこの時期に行われたらしいが .耗府も同年 7月 4日変利･こかする対姫を命じている｡
- ,此度防長撫御討に相成候二付而者 ,当今之時勢故 ,実変出来之節-何時出張披仰




として .地軸蔽前守(周Lj藩 )を援けて作州福津村へ 120余人.備前噂の要地に 200余人を
棟出した｡ 2月に^,1て11.も,さまっで民i_L引あげたが.同月店L･n:京都mlFl四条の常闇取締の朝旨
をうけ.令官以下60余人上京 .その 6剛司他のや鵬の任をとかれたが ,同月兵部郷小松宮を総
僧とする越綾方面軍の進発に参戦を命ぜられ .骨層以下50余人の 1′J､隊が参加 .羽州荘内にt
で進み.荘内藤を降伏させたが明治 1年 8月 26日の花畑越の敢俄で橋本捨石ヱ門偵久 .石縮鍛
九郎正治の 2人が職死.重傷を菜 ,1た竹下鹿十郎金Ajri柏崎病院-運ばれたが,ついに同年 12
- 月 5日死亡 ,その他軽傷を菅けたもの 2人｡そうした壌牡者をrtiしたが .11月には凱旋帰休の
命が下って足守の地に帰.,たrDであるo (岡山県民生労軸部世話課本郷康臣民の触教示l/7:あづか
るところが多い )｡
. さて .#末維新岬の動向をみると.滞論としては決して一貫したものがあ1たのではな く.慶
応 3年 10月 14日の大政奉道の時期までは ,大勢k凪応して佐井的立場をとり,それ以俊にな
ると ,噂畠的立場をとるとった動きをみせている｡これがまた大部分の外様大名の軌き万では巧:
かったかと思われる｡








第 5 節 足 守 町 の 生 ん だ 三 聖
??????〜???








特に江戸時代 .木下藩政の中に文化模範解がみられる｡ 1680年 (魅宝 7年 ),6代木下藩
政の中に文化板取簾がみられる｡ 1680年(延宝 7年 ).6代木下′定公の時に,藩校として
追鼻館が設けられ.又彼自身乗車葡求を若刊して文化普及に力を入れてJ､る｡1792年 (寛政














1. 木 下 利 玄
明治19年 1月 1日足守に生7i九 .5才の時東京に出て伯父に当たる旧藩主利恭の相続人とな
り学習院 .一高.成東帝国大学国文科に進み .明治 41年に卒業している｡利玄は佐 木々信綱の
もとで早くから短歌を作っていたが .東大在学中 .武者小路実弟 ･志封直哉 ･有島生馬などにエ
【て出された ｢白樺｣の同人と7klて新しい文芸運動vc参加 した｡大学を出て目白中学(東京 )
で掬文の教師をしながら依然作歌を拭け .大正 3年にオー歓･fB ｢銀｣を刊行 .教蛾を辞し多く旅

















































牌 15年(1702年 )9月 17日.足守滞土質富家に生まれた｡一説には岩田家 .富永家だと
も伝えられている｡岩田･買宗家は姻戚で ,夜鷹を傾聴に入れる的係上岩田家に入鹿させたので
/はたかろうかと思かれる0 9才の時 (-説では 12才 ).蛾中宮内の譜傭津彦神社e)別当等であ
る奇怪院に入った｡寺虻一宮の別当で有るだけにその勢力比東館らしいものがあって.そこの陸
将は和泉から来た高僧租染律師で.清勝は律師によ1て電戒薙磐したのである｡ 16才から京都














































参 考 貿 料
往① 温故 牙六巷 6月号 昭柚29年 6月 5日発行
｢木下君をしのびて｣ 武者小路実範
② 山陽新ritl ｢郷土の先達｣ 昭和 30年9月 18日
③ 合同新IiEl ｢寂厳について｣ 相和 6年 3月 15日
④ 山階新聞 ｢古刺巡歴｣ 昭和 30年7月 10日
⑲ 富僻邪恋 .
㊥ 温故 オー巷 7月号 昭和 25年 7月 5日
｢足守の密通文化｣ 安宅正路
⑦ 吉傭批誌
岡 田 正 子 r





政 .天保 .弘化 .凝永 .安政 .万延 ,文久と押し寄せる封建社会勤稗の波と共に,生き抜き.時
代p推移なまのあたりにみて･次ぎの新時代にrnlが払要であるか決心するところがあI,たo当時














































た｡⑤ 幼触 騨 之助｣ 16才で ｢惟#J④ と名乗り･大阪で学問修軒 傭 方 ｢三平｣I
｢働手｣.｢判平｣,と名乗り27才で長崎嬢紫中 ｢緒方洪庵｣と名乗1た｡その他公裁 ,道
素々 .蕃私 という号をもち仲 今膿やかだ1たらしい｡父惟困id:33俵 4人扶持の足守帯士7亡









vc,京菰文化を足守-持ち込んできた｡ (近水公団 .銀風樹等 ),｢家定の長子勝俊は長叫子
と号L京洛東山の轟山に駿蒋し.柏歌を吟して有名であり.公定は遮実 7年藩学を卑し鬼 凍飴と
称し文教か振作し.利彪はX政 4年藩校モ遡蘇館を再び榊き.子弟民間の教化L{力んでいる｡｣
だから足守は武 よりも貫を韮んずる気風が強か1たようである｡父惟因は利息 .利彪 ,利徴 ,
















同じくする頃 .活躍していた肺学者vc.足守帯で石坂轟亀 (1789- 186I).寛政元年
一叢永 4年 ,岡山滞 .児玉貯蔵 (1807- 1861) 文化 4年～文久元年 ,緒方淋庵 (1








で死者4万 ,対馬十九州→中国を侵 し .山口で仕 .10日余りで583人の死者'i･出し.大阪
vc及び,足守の地にもコレラの澱みVCじるところとfLlった｡ 2･3･日で ｢コロリ｣と死ぬ所




臥 学文習武 多病不甫物 故｡｣@ とあるようVCJBtb身体が丈夫でJi･く ･武vC適してたか
1たようだ｡｢たとえ聖人 .常人でも掃気vcかかったらどうTるか.復学を学ばねばTら.礼
｣@･ と洪庵は深く心に決心するところがあ1た｡やがてチ▼ソスが訪れた｡駄俺は 16才で
父と共vc大阪へ滞在することとなった｡｢文政 8年5月 18日IP.立登阪被仰付出立 .次男軒之
助を召連酢登る｣601 とあb ･又この留守中兄馬之助の糞が死に･蒋用け み ,い-たん足守
vc帰細している｡｢同年 8月 4日大阪発8月9日足守許｣この間大阪滞在は 2ケ月半.同年 9






草履取 入 久 蔵
糾 こ触小人 戯5戯














〔 大 阪 鵬 学 系 譜 】
杉 田 玄 白
山 脇 東 洋
??? ?
山 片 幡 桃










天逝vc入門しており.頗学研究の決意を示している｡ ｢同年 7月弟 之助大阪pc而中環と云医
芽天門窮理入門｣⑲ ･ところが文政 11年洪庵父和 洋の前合で大阪を引き払〔て足守へ引き
取らねは在らぬことがおきた｡惟四の番記vt｢文政 11子年正月早々より.御家中諸士騒動.








洪庵L,i17才 .天遊維 44才で4年間学び .肺J:t)｢江戸-行き.叔薪の西洋医学の知識vcふ
れ原脊vcついて勉強せエO｣(13と勤められ ･21才の尉 工戸-出発しているのである｡貧乏学















じ医学と共vc曲解 抑杏を棲めることが大切だと思い.長崎から大塩Z)乱の担 こ【た翌 1838
年vc大阪vc帰1ており.焼跡から新しく立ちあがろうとする大阪の町vC適数を捌いた｡そして
シーボル ト碑件,蛮ネ地 獄と呼ばれる腐学者の圧迫.･1q牛があい帆 ､で担 こ(ている｡世相に適




専念している｡｣⑭ 一と指導方針-i･臥 ている｡自由 ･日立 ･合理的科学の指噺 榊 yclh た
故vc門下vC医学的係者のみならず ,広い分野忙渡1て .幾多の健れた人がでて .明治の新時代
vc宿押した｡A
足守出身の門人をその姓名録｡j@よ｡あげてみると･天保 15年以後 ･足守町 ･弘化 4年 10





足守出身の門弟でその子孫は ,現在足守vC居なくて.京都 ･岡山へ出て .開業したものが殆ん
どだそうである○




明石退蔵 .松岡隣 .o津下精斉(腕前滞医学教授)o花房鏡野 .O島村州南 .O岡野松三郎.













除痘館と名付け ,組轍的vC柘痘餌兼を広めていった｡為永 3年4月vcは ,足守藩主木下利水の
召vE応じ足守へ下り.除痘館を設け ,港内の児鼓に種痘を施している｡足守にかける種痘法LCl.
｢足守候も其医師括方洪庵の大阪vc在るを招いて,先其女公子vc行い.遂に除塵館を設け.遍
ねく其封内に施さしむD｣の ･ 叉 ･ ｢今別 轟永3年 ) 正月 ･榊 足守侯緒方洪庵を浪花上
り招き--日日除痘鉛Ik設け.凍土 .慣内の鮮児に称えしむ .来り乞う老続々跡を耐たす .正



































(字fnJlh洪俺).｢寮西名醜 QJ.開禁後 ,I842年 .人体梢遊研究のたよう.｢解剖稚｣
作る｡ 1814年.｢柄学通論｣.1858年樺痘館が公認とTrる｡｢扶氏経験遭訓｣(ドッ












那.大正 14年軌 ､求め .昭和3年医師会の人々の手で .記念碑が建てられ ,20年収史鎖vE
指定されているが訪れる人もめった忙ない｡この山脇の田舎町として紘.旧足守滞主木下侯の
庭園顔と並び.誇り融 ､文化財で.今関係古文鞍,美術品等保存する記念館の建設を計画中で










⑨ 吉 備 郎 誌
㊥ 昭和55年1月.大阪毎日新棚連載 ｢適 塾々｣中.r岡山大学教授の郷土史研究Jvc上
る｡
① 苦 臓 郡 民
⑲ 緒方洪層者 .｢癖字通論｣の自序冒頭｡
①励 緒方佳次郎著.｢播方洪庵と足守｣ .





画 浦上五六葛 .｢滴 弘々の人 .J -tj ` .
- 66-一･
⑩⑳ 緒方青推考,｢猪方洪庵伝｣



























(‖ 足守町と日蓮宗(不受不鵬7:r中心として｡ ) ●ll
IL r































文明 17年 3月 15日草創也
当寺本開主 大概邦 兼木大蔵蔽
延徳三亥 2月13日

























妙塩寺 ,脚光vcかいては身延桝対池上別の争いとモ1た. この2大勢力の紙突がLE永 7年の所
甜 ｢身弛対論｣であ.1た｡この結典 .都肘の裁断に上1て不や例の7僧が配流せられ .地上本
Pl寺 ･京妙覚寺は受不施側の手vc渡たされ.次いで不貸倒を支持した中村機体も送vc賓不施例
























































参 考 文 献
日蓮宗不受不矩派の研究(影山尭雄編 )
不受不施小史 (早田玄洞書)
大覚大僧正 (凧 外 生 )
L 盲 臓 郡 史
tlL) 足 守 町 と 寺 院
?, 寺院 と経済
現在足守町には第 14表にみられるが如く.日野宋(法華采)の守 l0ケ寺 ,天台宗の寺9
ケ寺,夷吉宗の寺7ケ寺 .紙済譲の寺7ケ寺,浄土耗宗の寺 1ケ寺,別に最上教本部竜泉寺i･
合わせて 35ケ寺あるO今 .旧足守町を例(こと1てAr7ば戸数 戸ぐらいの所に有住の寺
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1. ある時期までその地D魚拓生産力水準を 持ってきたが ,今では老朽化した0
2. 報射 ヒがす みゝ塊菜的忙伸びようとする愈欲が少ない｡
足守町についてこの仮設が当てはまるかどうかは ,寄生地主の土地集城がどこから始まったか｡






















いる｡地質学的Kも,花尚岩 .閃緑岩 ,頁岩が卓越 し,水利 ,地形などの后然的姦件に幽してに
武威野台地等の洪破台地に見られるように,乏水触 ほとんど柵く,又高齢 こ於ても水田耕作は
特別の制約を受けることなく ,相当昔から行われていたと考えられる｡山の上制 こ見られる比破





















氏 名 (家族数) 田(臥) 畑(臥) 山林(臥) 草地(臥)
(西).i 6 114 27 701 40
2 6 76 35 101
3 6 72 38 30
4 4 65 45 200
6 4 80 39 30
6 9 97 35 152 40
7 6 76 37 751 40
8 6 71 45 172 40
丁ト 9 4 lU2 37 _I. 344 40
10 9 90 45 349 40
卜 ll 5 83 25 3 40
12 6 98 37 1,635 40
13 7 72 32 1.052 40
14 4 68 40 259 40
15 7 97 40 125 40
r 16 4 92 35 106 40
L 17 6 85 l 42 142 40
l lP 7 112 27 289 40
(束〕 19 ･i 67 22 40 A.lO
20 3 55 3(チ 50
l 21 4 50 40
I 22 5 52 37 110
'l 23 6 57 3/1 36 I
24 7 50 33 lI 25 7 60 24 90 !
26 6 68 22 t
27 6 53 37 18
28 6 64 29 1,275 40
1 29 6 47 27 145 40
30 8 65 20 215 40
31 3 53 22
J 32 3 56 26 30
l 平 均 6 74 31 3-89
ー80-
一般に良家 1戸当Dの保有耕地面故は表に示されているととく,大規模ではない.叉耕地特VC水
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卜氏.≡ (家族数) 田(畝)仁木 畝) 山林(臥)】(6) 103 32 593
! 2) (4) 70 30 35
r a (6) 40 8 80
IL 4 (.4) 30 12 19_
1 5 (3) 31 6 20
6 (4) 70 25 31
7 (6) 56 18 63Lq
丁~~ー~~~~~-a (A4) 65 15 _85
9 (5) 67 20 364
10 (~5) 74 18 300
ll (ー5) 60 23 34





























人ロ 払ー落地理 新地理学雑座(五巷 )
P
第 5節 条 里 集 落
横 山 彰 人 .
1. 姦里地,常にかける戯柴
足守の南に広々とした水田地H,=が横たわってかb止寺の穀倉地背としての役割をはたしているO

















































vc一定の口分別 男子2段 ･女子はそのi･収舛その号)を与えた制である｡大化の改新で耶 尺
丁歩という唐相性採用し1L l歩は今日の 日間と大体同じである｡従.,て班田区廟は長さ50聞広さ
12間これを段とし･これが10筆集って町と,Lる｡ 川丁四方を坪とよぴ,5'占坪乃ち六町四方を里と











r 田が先か2反田が先かという開祖がある｡ この点忙ついては 1反田の方が先であ92反田は 1反
田が2つ一緒VCなb出来たものであるという脱の方が鐘いがまだはつきbしてない｡実施足守の








I 字 名 !輩故 田畑面梯 平均面&t f 字 名 輩政 甜栂面必 平均面接
角 田 2 町反畝1.1.22 町反畝5.26 寺 の 前 6 6.21 1.03
赤 田 7 7_9.01 1.1.09.く9はやし 20 3.6.09 1.24
さいのもと 6 4.1.18 6.28lつ じf 18 8.3,22 4.1LI
く ぼ た 19 1.3.6.ll 7.06 川 庶 4 5.4.27 1.3.22
同所堂の前 ll 8.9.03 8.03 い の し b 34 1.1.0.ll 3.O7
た か た 10 9.5.21 9.17 小 計 l(349.一2_5.1.0.l3) (7.ll)
壁__ 也 14 1.4.4.23 1.0.10 l
え び の 田 10 1.0.7.04 1_0.21 & *
- ■日 免 7 7.9.06 1.Iu9しこL,1た わ 4 2.21 20
庄 ざか _A 5 6.a.09 1.0.19 ぬ ち 9億 1 7.09 7.091,1岩 崎 13 1.7LU6 35 くDばやし 12 1.924
志こいたわ 3 1.3山3 4.llI他 の 下 16 2.3.08 1.⊥3
同所道の上 9 5.6.26 6.OG 川 .町 2 3.22 1.36
｣工_甥 _田 10 8_2.17 8.08
は す ま も 9 8.6.23 9.16 開きの分
八 反 田 9 9.1.23 lUー06 しこいたわ 18 1_6.1 O 27i杉の 坪 10 8_9.09 8ー28 しようほん谷 71 3.1 6 '15西の脇9 8.8.03 9.23 地蔚のこうげ 17 1.2.24 22ふる屋敷16 1.SA.14 &1三 壕 の も と 1(I ⊥0.15 22同所市崎7 6.1.Ol 8.21l水 落 塊 18! 1.6.12 27三川屋'_す20. I1.6.7.02 7.26 ひろ こ うげ l24 2,1.04 27道のまえ5 l2.9.01 624さるば□ 1 0.15 15しみさこI3 1.4.26 4.28しみさこ314.2.29 1.ll
Lb_聖空杢'l庄 の 戚 3 2.3.27 7.29さるばl I1_1.19 1.O27 6_713 91 池 の 内 37 3.301 7
症の日10 8.9.29 8.29 寺の さわ b 7 827ー 1.Og症のはな1 4.O6 4.06川 L炭l1.524.13さるば6 2.8.06 4.21iさ るばI 191.4O 2地の下i5 6ー1,05 1.等UW 計 590,2.7.42314,21
一一88-
上土田土地台帳の部
｢寺 ｢ 車 r#& 田畑面凍 平均面拙 IlJr 字 名 輩数 tEB畑甜 平均面i/-lt
下 川 田】 1 25! 25 鶴 免 9I 9.3.07 LO.ll
井 手 尻 13 -1_4_0.16 lーOB4 下 沢 田上 1l1.1.7.05 1.0_19
川 原 22 2.1.L22 9.19 三 反 地 23 1.9.4.15 8.13
大 川 田 7 1_7.22 ⊥1.03 岩 崎 7 5.4.27 7.25
猪 の 尻 ll 7.5.ll 6.26 上 沢 田 21 1.1.7.22 5.18
オ の 元 9 9.6.04 1.OBO 市 特 殊 10 4.6.15 4.19
｣中 田 ll 8.8.14 &01 前 田 14 7,7.22 5.16
角 田 1 9.01 9.01,虚 数 3 5.29 1.29
辻 l ll 2.2.ll 2.01 腔 の 札 27 1.7,9_ll 6.19
槻 磯 ll 1.1.6.O5 1_(J.14l顕 職 尻 17 8.8.05 5.05
仁 亡 脇 lU 1.0.7.10 1.0.22 北 井 田 353 I_2.6.05 3.18
杉 の 坪 9 1.0.8.25 1.2.03 通 し開 き他の 内 7.19 q{1可
崇 甘 12L2.8261.rJ.2 5 1.72乱14557rJGI113信音-J鳩■l,018 1.5
庄 田3乱6.13 ].au°｢■~地裁 コ クゲ10.23023
成 下 9.3&05 4.()7 栗 林 91.406-.117;
上松ノ 木 27 4.9Ul 1.24iヌ メ .) 岩 f一 ｢32_O.186.26
上 川 田 2i 2.3051.1.1,i 凝 場 i l….6.O56_05
下 6 6.1.16 1.r).07i康桃 の内 ! 5l 仁 一9.00 1.24
高 田 4 4.8.16 1.2.04l緒 血 坂 1:2 .'L3'28 2.25
杉 の 坪 9 825 203 通 し開 き 719 2 6
廿 他の 内 Ialー '
t
上 川 田下 2■ 23051.1.1,i 凝 場 i l…6O56_05
6 6.1.16 1.r).073康脚 色の内 ! 5l 9.00.'L3'28 1.24
高 田 4 4.8.16 1.2.04 緒 血 坂 ･{ 2.25
塵 の 前 10 LO.3.23 1.O.ll 虚 血 32! 6.4,281I 2.0
八 反 田 ll 1.0.3.19 9.13
藩 町 12 I.a.9.u9 9.O.1 合 旨† 511I 3.5.1.4.05 6.2
福 地 18 1.5.9,03 825!A
一手 ㌃完｢一l5.0ー25 L.1l
-89--
古屋 土地 台 帳
字 名 壬数 由畑面崩 平均面松 字 名 整数 田畑面掛 平均面郡
西 前 田 19 2_8.1.05 給 田 15 1.1.3.00
四 反 地 14 1.L9.03 和 神楽 由 ･10 1.1.7.18
庄 田 10 1.3_Log 上 キ ジ 取 ~7 1.1,9.12
太 田 8 9.8.26 下 キ ジ 取 8 9.4.07
志 赤 田七 曲 b 9 1.2_9.03 横 田 4 9.3.181 26.017 荒 木 6 723
束 前 田 15 1.6.5.27 魚 中 7 8.80.4
埋 レ 26l 1.9.L14 丸 田 14 2.1.6,21
宮 西 5l 2.5.24 下 稗 田 8 1.2_6_18
福 ツ ゲ 8 1.0.3.23 上 梓 _田 6 1_1.6_14
法 量 6 6.5｣27 桂 元 ll 1.4.9.13
下 七 曲.9 6 1.0ー4.ll ~関 前 22 2.3.1.09
!雨リ ヲ 7 9_8.06 下 川 用 12 8_2,22
乙 多 見 方 ll 1.3.3.09 1跡 ケ 坪 4 &4ユ8
I河 原 堂 ll 1.0.3.18 松 の 木1 9 ⊥.L7.04
宮 前 19 L7.4.06 七 ウ 49 2.1.1,O9
正 上l 1 6.20 上 川 田 18 1.4.6.10
構 前 EEl 10 9.1.22 地 裁 元 9 1_0.6.00
佳 古 田 10 9.525 l寺 . 秤 17 1.L4.19
十 5 9.529 茶 木 場 '4 2.2.12
方 プ ケ 12 1.2.3.15 lいと 浦 18 1_7.0.00
｢千 田 8 1.2.1.26 I!煉 本 6 5.6.21 l
金 遭 道 12 1･0･2108 ,合 計 63O 6･6･8･024 1･t)･21
- ∩o-
妨3表及び第4表をみると分るようVC典aU.的な灸堕地帯では平均はi'1反で条里詣J他行当時の




































































































































































∫!36l 20 35 34 33 32 3129 28 . 27 26 5
6 -2- 23 22 21 20 19




















(6) ｢僻中国間夜郡上土田村田畠改岨J(頼政示一民税文礎)は正錐 3年から寛文 12年まで
のものである｡又上田 '中田 '下田'下々田,上島 ,中畠 .下島 ,下々島の区別がしてあった








































































































足 守 鮫 行













































く両紙下軒 F.沙突 ,笠岡 ,′J､偏等から仲j:Utい が
海産物を持ってきた.北の見解 ,有喋 ,小森温泉附
















































手に正-uIBを向けてい).'｡岩田村弘に比 ｢智明王墓 ,香/Jl.'i郡岩田村大字山ノ上字十二本木 本噂
智明王菩薩,永和 4年 4月24日fj比 ,範玉堂 ,音別'榔 岩田軒大字山の上字十=本木 本初 粟


















































r-叩 J--p-～ ｢■ ~l ~十 r一叫- 1
･部 落 名k- l 野上げを頂かる良家 ;_-一･.一.■__一I.貯 放 ]戸数 r蒜 対する割合 勿lj畑部 落 14 18 72
Z大 西 部 落 18 I8i 44















蝕勉 経済状況がよくないという串がよ(あらわれている｡ このことは ,卦 5表で野上げ娯家














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































第 Ⅲ章 交 通 と商 業
第 1節 交通手 段 の変 遷
















大阪の船屋敷の倉助 棚 らいたとき,藩の使者が ｢足守馬を出せ.｣とのむねを伝えてくる




菜 .東夷 .雑駁も鴨の背に秘んでゆき,帰bに綻軌 釜をつけて帰った｡阿骨鵜が使用され
始めたのは .室町末剛からで,明治 37,8年頃に隆盛をきわめ.その当時約 30頭位往な
したC.鴨をひいていた人足 ,.馬子はいわゆる下層船 の人が多分り た｡岩屋の鉱石が次第に
少なくなって くると,それに比例して阿胤馳 数も減少し,明治末にはほとんどその姿を哨
していた｡ この頃の路は今の県道では如くて.今の桜の土手が道であった｡むろん楠は75:く
石をとびとびに並べた飛稀があb,(この他方の万雷では トントン稀とt^ う｡ )｢下の渡り





























馬車が大八車にとってかわった理由としては .1) 大八車比重心がとりにくく ,荷物がころ
びやすいとい う難点がある｡2)人のカよりも馬の力の方が大であり,それゆえ多や運搬で









あったらしvl.馬車は大正を通じて隆盛を極め ,殊に大井 ,福谷地区に多 く ,30台はこえ
ていたそうであるo取引地域拭大八車とほぼ同 じで ,Ea_U,庭瀬 .撫日に薪炭 ,木材,肥料,
米敷,戯産物を出し,岡山方面から病人の榊 勿即ち雑堤類 (塩 ,砂糖 .いb干 し)を銑んで
















く登場したのが ,大正 13年足守の馬車ひさの匿名組合で作 られた'ァサヒ自動車会社'てあ
った｡ この会社は岡山の船希町→大井間を往復してい た.トラック台数は 7- 8台であったら
しい｡足守からは米麦 .耕 .生果物,竹工品を岡山,井原,府中へと積み出し,問LLq面か










2年 一三傭運輸株式会社 'と改めトラックの台数は12台と売った｡この三億時代が T.ラック
o全盛といえようo この会社の取引先は岡山で,岡山中心の経済が行われておb ,この地方の
必要物農即ち塩 ,砂糖 .兵子.雑乱 電気製品.鮮魚を岡山から購入し,岡山へは.栄.塞 .
薪炭 (神戸.大阪方面へも出荷する｡ )宿,果物 (メロン･もも･ぶどう),疏菜を出してい
たoその後,三備運輸㈱VCとって代ったのが .昭和 18年 4月 1日創立し,現在もなおその余
命を触ってVlる県貨物自動車会社(大井vc所在する)である｡この会社の1ラックの台勤ま3
台その中,岡山.大阪への定期便 1日1回と,昏切Dが1台であるoそれも季節にょbちがい
秋になると生果物が出辿るため,定期便 1日2臥 臨時庫毎 日2台比必らずかかさないそ うで
あるC収引地域は,妹尾 .早島 ,廃源,吉備町,彦崎.岡山市であって.薪炭,竹かど.化学
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年鑑 別 25 ;:6 27 ■28 29 30 31 32 33 34
Ii○ ○!乗 降 ○○○:○○ I○○ OQ 001-○○ 〇〇㌢_Oi OeBヽヽ ヽヽ ヽヽ ヽヽ ヽ ヽ ヽヽ ヽ ヽ ヽヽ
車 凍人 人 ヽ ⊂⊃-′ヽ⊂)三 PLll⊂⊃.一一一ノ~ヽ⊂⊃- ⊂⊃ ⊂∋^ JL
′＼五 三こ ⊂:)= フヽ ′ヽ ⊂⊃ノ~＼~一 ⊂⊃〇六九 ⊂⊃⊂⊃一日九三 ′ヽ







(第3表) 昭和 34年度乗降人 月
乗 車 人 亘 I 降 車 人 ■月
定期 外人 月 (1日､平均)I定期外人 月 (1日平均)70.072 (191) 75,520 (206)
定 期 人 月 326.521 (892) 定 期 人 月 326,521 (892)
駅勢報告旅客エ)
(第4衷) 1日の乗車券発売から見た乗客の行先
lI E7 名 発売数flLi 駅 名 発 売数丘 駅 名 発売数億
大 阪市 内 ((72)3 詰 所 - 宮 I (牧)5 量柿 P,,- - (秩)2
岡 山 55(34%)早 島 1 大 久 保 1








線 名人 山脇本線 青 傭 線 宇 野 線 伯 僻.級 A一つ計
岡 備 昔 傭 東 追 辛 揺 備
､脈 耐 備陣 早 揺社負 山 育 高也 川 野 社 広#
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■卓∧､育 良材 - ー ｢
8.A皐月 I
加 入年 長 /jクウシシウ〃ウウウウク:1 l
京樽車大貫
(管丸を断碑宅連射武歳表より)




主要な発送品として比 ,7月～10月にかけて ,京阪# ･東京 ･j仇 州方面-出荷する
甘もも- メロン- マツタケ･がある○その他かき･ぶどうO-iた 12月下旬になると･
かもちな送るそうである｡ これらの品物は.は IL-客車健で甥箆に品むほどのもので比か10
米麦,白菜は時婚約 に出辿るもので,11等串故み托して,大阪･九州方面へ送られるO特に
大阪市乳 東京市場で好評を博しているのが ･メロン･でfiエbもTfを塞 くみている鱗向に






























1. 大 井一岡 山
2, 大 井 一食 敗
3.大 井 一総 社
4. 大 井一上柘田
5. A -,4 -富 川

























区 間 覆霊 I.区 悦 '発癌枚数 ぎ 区 間 憎 悪 I,f区 間 if悪霊 一
大井 -岡山 吊 l'J 大井-足守 1㌔巧一大元一舶 可 lCk)-l大 井-下郎 】1 帆12
j大 井-.一宮l JI2 l大井-柏尾 5 大 井 - 広irEb-I 6 大` 井 - 新 町 l 21
大 井- 共金 1 大井-広石 I5jli大井-上顎磯 2 大 井 - 紹社 5
大 井- 高 松 13 i大井-トu内l I8!'犬拝-下旬淡 1 大井一 身 赦 10

























違ETl旦 寧l 上 足 守 j 下 足 守 l 上 土 田 計
輿 人91 f 人38 1378
女 I 42 13 - 55
計 133 51 8 192
(第10表) 企共形態から見た地区別通勤音数
南 一旦旦 上 足 守 下 足 守 上 土 田 針
公 有 43人 10人 4人 57人
革 公 務 lLl 3 1 18
大 企 糞 12 f 4 - 16
l 中 企 託 1 37 20 2 59
′Jヽ 企 発 27 14 1 4?
I計 量 133 J 51 +8 1 192
- I27-
(第 11衷) 職種から見た地区別通勤者独
練Td--勘 区I上 足 守 下 足 守 上 土 田 計
管 理 職 人. 6 人3 ,A 11人
専 門 職 21 3 I 1 25
技 術 職 25 6 - 31.-.
専 務 職 33 16 4 53
そ の 他 6 ～ - 8
計 133 51 8 l 192
(第 12表) 通勤方法から見た地区別通勤者放
忘 蒜 富-書 一区 a 上 足 守 1 下 足 守 上 土 田 計
徒 歩 18人 1人 1人 20人
自 転 車 45 24 1 70
ノヽ ス 41 14 3 58
汽 車 23 10 2 35
オ - I. /{ イ 4 1 1 6
そ の 他 2 1 - _3
計 133 51 8 .192
(第13衷) 通勤先所抗Bl体から見た地区別通勤巻数
読蒜 軒 一旦 ＼軍 J 上 足 守 下 足 守 上 土 田 汁
労 働 組 合 団 体 12人 5人l 2人 19人
レクレ-シコ./巨n体 1 1 I 3
'運 動 Bl 体 3 1 - 4
不 加 入 者 117 44 5 1
.- l T. ノ _ _
(第14表) 家の職共により見 た地区別通勤者数
妄芸藤 一-旦｣を 上 足 守 下 足 守 上 土 田 計
迅 兼 53人 41人 6人 100人
商 ~共 22 - - 22
公 務 , 串 公 務 21 - 1 22
会 社 員 15 3 1 19
サ ー ビ ス 灘 5 2 - 7
触 職 ′ 9 3 - 12
そ の 他 8 2 - 10
別. 133 51 1 8 192




(第15袈 )壷ー一首- 岨理 娼 女 ㌔｢
16才～ 30才 72刃l 37 109人
31才～ 50才 51 18 69







1詔 嘩空 軍 菜ー 王 立役 部 長 熱 度 係 長 主 gJ仙郷 原売月労務□桓 出JTil.
16才 ～ 30才 2% % % _解I 4啓 # 31% 7% 5辞 ♂ 10矛





岡山市への通勤者は,中小企某に倒 してvlる人が割合多 く,地元の中小企策 よりは給料 .
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? ? ? ?? ? ?



















(2) 学歴から (第 19衷) . ｣p ･
小 ,ErL単 段卒 4% 7%r 25雀 5% 59% 100%
旧 申 .新高卒 4 8 ll 40 37 100
高 専 卒 9 63 9 19 - '100
大 学 卒 17 44 - 33 6 100
-1三:′!-
